
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諸
階
級

口力

藤
　
　
睦

夫

ま
　
え
　
が
　
き

　
北
九
州
市
は
周
知
の
よ
う
に
、
最
近
の
五
市
合
併
に
よ
り
新
し
く
政
令
指
定
都
市
に
指
定
さ
れ
た
都
市
で
あ
り
、
ま
た
八
幡
製
鉄

を
中
心
と
す
る
重
化
学
工
業
の
巨
大
な
基
地
で
あ
る
。
私
は
最
近
た
ま
た
ま
、
合
理
化
と
失
業
の
深
刻
な
嵐
に
遭
遇
し
て
い
る
こ
の

町
の
税
財
政
に
っ
い
て
、
直
接
調
査
す
る
機
会
を
も
っ
こ
と
が
で
き
た
。
独
占
の
地
域
支
配
と
住
民
諸
階
層
の
全
体
の
関
係
か
ら
、

地
方
税
財
政
の
役
割
を
具
体
的
に
明
か
に
す
る
こ
と
は
、
私
の
研
究
プ
ラ
ソ
の
か
ね
て
の
項
目
の
ひ
と
っ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
短
文

は
そ
れ
に
対
す
る
ひ
と
っ
の
答
え
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
よ
う
な
作
業
は
、
現
地
の
事
情
の
丹
念
な
調
査
を
前
提
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

い
る
。
と
り
わ
け
税
財
政
調
査
に
っ
い
て
は
そ
う
で
あ
る
。
調
査
機
会
に
甚
だ
大
き
た
制
約
が
あ
っ
た
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
答
え

は
多
分
に
主
観
的
な
傾
向
を
免
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
必
要
な
項
目
（
た
と
え
ば
農
．
林
業
）
で
欠
落
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
い
。
だ
が
、
北
九
州
市
の
税
財
政
は
右
に
の
べ
た
よ
う
な
問
題
点
の
解
明
を
一
歩
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
さ
に
典
型
的
な
タ
イ
プ

の
ひ
と
っ
で
あ
っ
た
。
後
日
の
補
整
を
期
し
っ
っ
、
と
り
あ
え
ず
の
結
論
を
要
綱
風
に
ま
と
め
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
五
五
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）

二
　
（
五
五
六
）

　
　
　
　
　
卿
　
市
税
分
析
の
前
提
と
し
て
の
　
　
北
九
州
経
済
の
特
質

ｏ
ｏ
　
市
税
分
析
と
の
関
連
か
ら
北
九
州
経
済
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
問
題
の
第
一
点
と
し
て
と
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
八
幡
製
鉄
を
一
大
牙
城
と
す
る
鉄
鋼
化
学
セ
メ
ソ
ト
な
ど
重
化
学
工
業
大
企
業
の
生
産
と
蓄
積
の
巨
大
な
比
重
で
あ
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
一
、
○
○
○
人
以
上
従
業
員
規
模
の
大
企
業
は
計
一
五
杜
を
数
え
る
が
、
こ
の
一
五
杜
に
よ
っ
て
全
市
製
造
品
出
荷
額
の
六

　
　
三
劣
、
同
じ
く
付
加
価
値
額
の
六
三
劣
、
さ
ら
に
有
彫
固
定
資
産
の
八
○
％
が
占
め
ら
れ
る
。
工
業
統
計
に
よ
る
付
加
価
値
額

　
　
よ
り
現
金
給
与
を
差
引
い
た
一
五
杜
の
、
い
わ
ぼ
「
特
別
利
潤
」
は
三
九
年
度
で
五
八
○
億
円
、
市
内
生
産
所
得
の
約
四
分
の

　
　
　
　
　
　
（
１
）
（
２
）

　
　
一
に
達
す
る
。

　
　
（
１
）
　
統
計
北
九
州
二
二
号
、
昭
和
三
九
年
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告

　
　
（
２
）
　
統
計
北
九
州
一
二
号
、
昭
和
三
八
年
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

吻
　
大
企
業
の
「
特
別
利
潤
」
の
諸
源
泉
を
と
く
に
地
域
経
済
と
の
関
連
に
注
目
し
て
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

↑
ｏ
　
直
接
雇
傭
労
働
者
か
ら
の
絶
対
的
相
対
的
剰
余
価
値
の
率
と
量
、
そ
の
大
き
さ
。
と
り
わ
け
膨
大
な
合
理
化
投
資
に
支
え
ら
れ

た
搾
取
率
の
増
加
が
注
目
さ
れ
る
。

　
◆
指
　
　
標

　
　
　
前
掲
一
五
杜
の
就
業
者
数
は
全
市
比
一
七
％
に
す
ぎ
な
い
が
、
生
産
所
得
、
付
加
価
値
の
い
ず
れ
の
指
標
を
と
っ
て
も
、
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
　
全
市
割
合
は
四
〇
％
に
及
ぶ
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
前
掲
固
定
資
産
の
製
迭
業
中
八
○
％
を
占
め
る
そ
の
規
模
。



い
　
巨
大
企
業
の
関
連
諸
部
門
の
、
下
請
け
杜
外
工
臨
時
工
利
用
に
よ
る
低
賃
銀
制
度
の
動
員
、
下
請
け
企
業
の
利
潤
の
収
取
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
関
連
下
請
け
部
門
に
つ
い
て
は
、
北
九
州
経
済
に
特
徴
的
な
、
機
械
建
設
お
よ
び
運
輸
サ
ー
ビ
ス
部
門
、
下
請
け
商
業
部
門

　
　
に
お
げ
る
尤
大
な
低
賃
銀
半
失
業
的
労
働
力
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
北
九
州
に
お
げ
る
旦
雇
労
働
者
（
公
共
事
業
、
農
業
を
除

　
　
く
）
数
は
昭
和
三
六
年
約
四
万
人
、
三
八
年
で
三
万
人
と
推
定
さ
れ
る
が
、
う
ち
半
数
は
建
設
運
輸
部
門
に
お
げ
る
大
企
業
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
　
連
労
働
力
と
し
て
存
在
し
、
平
均
日
給
六
～
七
〇
〇
円
、
流
動
的
半
失
業
的
就
業
構
造
を
特
徴
と
す
る
。

い
　
輸
送
、
用
水
な
ど
を
典
型
と
す
る
産
業
基
盤
の
、
こ
れ
ら
大
企
業
に
よ
る
独
占
的
利
用
、
総
じ
て
土
地
利
用
に
お
げ
る
独
占
的

利
便
の
享
受
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
山
林
原
野
を
除
く
土
地
面
積
の
二
一
・
三
劣
の
、
一
〇
大
法
人
に
よ
る
独
占
。
埋
立
実
施
地
総
地
稜
八
八
七
万
坪
の
七
四
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
　
六
五
九
万
坪
の
、
八
幡
製
鉄
な
ど
五
杜
に
よ
る
埋
立
権
の
独
占
、
そ
の
他
専
用
港
、
専
用
工
業
用
水
諾
施
設
。

　
　
（
３
）
　
前
掲
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告

　
　
（
４
）
　
前
掲
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

　
　
（
５
）
　
北
九
州
市
勢
要
覧
一
九
六
四
年
版

ゆ
　
「
特
別
利
潤
」
の
分
陀
と
蓄
秩
の
構
逃

い
　
大
企
業
の
「
特
別
利
澗
」
の
圧
倒
的
部
分
は
、
東
京
を
巾
心
と
す
る
域
外
居
作
費
木
家
屑
に
帰
属
し
、

在
工
場
の
管
理
屑
の
所
得
と
し
て
分
祀
さ
れ
る
。

　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諾
階
級
（
加
藤
）

そ
の
一
榔
が
北
九
州
所

三
　
（
五
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
篤
十
四
巻
・
篤
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
（
五
五
八
）

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
○
リ
本
杜
所
属
の
重
役
そ
の
他
管
理
層
へ
の
支
払
い
と
非
生
産
的
消
費
の
増
大
。

　
　
　
四
支
払
利
子
（
前
記
一
五
杜
分
を
推
定
す
る
と
約
一
〇
〇
億
円
に
達
す
る
）
の
大
部
分
の
、
域
外
資
本
家
層
へ
の
分
配
。
外
資
へ
の

　
　
利
払
い
と
技
術
料
の
増
加
。

　
　
　
倒
配
当
支
払
（
同
じ
く
推
計
一
〇
〇
億
円
）
。
　
八
幡
製
鉄
の
例
に
よ
る
と
、
北
九
州
市
在
住
株
主
所
有
の
株
式
数
は
全
国
の
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

　
　
れ
の
三
％
前
後
で
あ
る
。

○
　
償
却
（
免
税
特
別
償
却
お
よ
び
利
益
留
保
の
性
格
を
も
っ
急
速
な
普
通
償
却
）
お
よ
び
免
税
引
当
金
の
急
増
。
地
域
的
に
み
る
と
そ
れ

は
域
外
新
増
設
工
場
向
け
の
自
己
資
本
と
し
て
の
役
割
を
も
果
し
て
い
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
前
記
一
五
杜
の
普
通
償
却
費
は
昭
和
三
九
年
度
で
三
〇
三
億
円
に
達
し
、
製
造
業
合
計
の
八
一
劣
と
い
う
高
い
比
率
を
占
め

　
　
る
。
製
造
業
の
償
却
合
計
は
三
五
年
度
か
ら
三
九
年
度
ま
で
に
金
額
で
八
六
億
円
、
三
六
％
の
増
加
を
み
せ
た
。
前
記
一
五
杜

　
　
の
償
却
費
三
〇
三
億
円
に
対
し
て
、
同
年
度
の
一
五
杜
の
固
定
投
資
は
三
二
六
億
円
で
あ
る
か
ら
、
北
九
州
地
区
だ
げ
計
算
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
（
８
）

　
　
れ
ぼ
、
減
価
賞
却
費
だ
げ
で
新
規
の
固
定
投
資
を
ほ
ぼ
賄
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
比
重
の
大
き
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
．

　
　
（
６
）
　
八
幡
製
鉄
「
有
価
証
券
報
告
書
」
各
冊

　
　
（
７
）
　
前
掲
　
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告

　
　
（
８
）
　
閉
和
三
八
年
北
九
州
市
統
計
年
鑑
、
工
業
統
計
調
査
の
部

↑
り
　
諸
階
層
の
状
態



！

い
　
素
材
生
産
に
偏
よ
っ
た
重
化
学
大
企
業
の
孤
立
的
発
展
と
対
応
し
て
、
中
堅
以
下
企
業
層
の
欠
落
。
大
企
業
の
下
請
げ
関
連
部

門
も
補
充
的
性
格
が
強
く
、
大
企
業
支
配
の
も
と
で
の
経
営
基
盤
の
い
ち
じ
る
し
い
弱
体
と
流
動
的
性
格
を
特
徴
と
す
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
一
、
○
○
○
人
未
満
従
業
員
規
模
企
業
は
全
製
造
業
の
四
四
％
に
お
よ
ぶ
就
業
者
の
比
率
を
も
っ
て
い
る
が
、
出
荷
額
で
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
　
七
％
、
付
加
価
値
て
同
じ
く
三
七
％
、
固
定
投
資
額
で
二
〇
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
経
営
の
流
動
的
性
格
に
っ
い
て
は
後

　
　
出
の
労
働
者
状
態
の
指
標
を
参
照
。

い
　
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
第
三
次
産
業
を
中
心
と
し
た
個
人
営
業
者
の
人
員
と
所
得
の
増
加
。
だ
が
営
業
所
得
の
増
加
は
数
百
程

度
の
大
商
店
（
大
規
模
商
業
法
人
の
増
加
と
関
連
）
な
ど
上
層
営
業
者
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
一
方
、
半
失
業
的
零
細
商
業
者
の
層
が
い
ち

じ
る
し
く
拡
大
し
て
お
り
平
均
所
得
水
準
も
低
い
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
個
人
営
業
者
数
は
た
と
え
ぼ
昭
和
三
七
年
度
の
三
万
八
、
八
○
○
人
よ
り
三
八
年
度
の
四
万
二
、
八
○
○
人
へ
増
加
。
営
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

　
　
者
一
人
平
均
所
得
は
こ
の
問
に
五
七
万
円
か
ら
六
〇
万
円
に
微
増
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
大
商
店
三
〇
〇
人
の
平
均
所
得
増
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

　
　
二
〇
％
を
こ
え
た
。
上
屑
所
什
屑
の
所
得
増
は
、
営
業
以
外
の
そ
の
他
所
得
者
お
よ
び
農
業
者
に
共
通
に
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

い
　
重
化
学
大
企
業
労
働
者
へ
の
賃
銚
支
払
額
は
北
九
州
市
の
勤
労
所
得
総
計
の
三
五
％
を
占
め
一
人
当
り
平
均
給
与
額
も
か
な
り

高
い
が
、
三
六
年
度
以
降
大
企
業
労
働
者
数
の
漸
減
と
と
も
に
賃
銀
の
実
質
的
低
下
が
は
じ
ま
っ
た
。
と
り
わ
け
建
設
運
輸
、
零
細

工
業
な
ど
独
占
の
補
充
的
下
請
げ
部
門
の
就
業
人
口
の
縮
小
、
賃
銀
の
絶
対
的
切
下
げ
が
払
大
し
、
な
か
で
も
旦
履
労
働
老
屑
の
急

激
な
失
業
化
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
反
而
、
就
業
人
口
ひ
増
加
し
た
第
三
次
産
業
で
は
半
失
業
的
な
低
賃
銀
多
就
業
が
支
配

　
　
　
北
九
州
市
に
お
げ
る
市
税
構
遣
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
五
五
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
五
六
〇
）

的
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
全
体
ピ
し
て
み
て
、
賃
銀
所
得
の
実
貫
的
低
下
が
い
ち
じ
る
し
く
進
行
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
　
　
Ｑ
二
〇
〇
人
以
上
大
企
業
就
業
者
の
絶
対
的
縮
少
－
噌
和
三
七
年
度
か
ら
三
九
年
度
に
か
け
て
約
四
、
○
○
○
人
の
減
少
、

　
　
こ
の
問
の
一
人
当
り
実
質
賃
銀
の
上
昇
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
に
近
く
、
全
国
平
均
実
質
賃
娘
上
昇
率
九
％
（
製
造
業
実
質
賃
銀
指
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

　
　
に
ょ
る
）
を
大
き
く
下
廻
っ
て
い
る
。
重
工
業
関
連
部
門
で
は
た
と
え
ぼ
建
設
業
を
と
っ
て
み
る
と
、
建
設
業
の
常
用
労
働
者

　
　
数
は
北
九
州
で
昭
和
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
約
三
、
○
○
○
名
と
著
減
し
、
同
じ
く
建
設
業
に
就
業
す
る
口
、
履
労
働
者

　
　
は
一
万
一
、
○
○
○
名
と
、
常
乱
労
働
者
の
減
少
規
棋
を
数
倍
上
廻
る
。
賃
銀
絶
対
額
の
切
下
げ
で
は
、
建
設
お
よ
び
製
造
業

　
　
の
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
人
以
下
零
細
企
業
で
い
ち
じ
る
し
い
。

　
　
　
似
こ
れ
に
対
し
て
第
三
次
産
業
の
就
業
（
半
失
茱
的
多
枕
業
を
あ
ら
わ
す
）
増
で
は
、
た
と
え
ば
商
業
を
と
っ
て
み
る
と
、
昭

　
　
和
三
五
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
五
、
○
○
○
名
の
増
を
記
録
し
て
い
る
。
商
業
部
門
に
お
け
る
賃
銀
水
準
の
指
標
を
と
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

　
　
三
〇
人
以
下
商
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
三
八
年
度
に
お
げ
る
平
均
賃
銀
は
約
二
三
万
円
と
、
い
ち
じ
る
し
く
低
い
。
北
九

　
　
州
に
お
け
る
労
働
者
の
平
均
賃
銀
を
こ
こ
で
は
柵
岡
峠
平
均
の
そ
れ
を
什
り
て
示
す
と
、
た
と
え
ぼ
昭
和
三
五
年
対
比
の
実
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

　
　
賃
銀
の
平
均
指
赦
は
全
国
の
そ
れ
が
一
一
八
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
紬
岡
県
は
一
〇
六
％
で
あ
る
。

Ｈ
　
失
業
の
増
大
と
そ
の
比
重
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
前
掲
失
業
諦
指
標
の
ほ
か
、
…
職
安
求
職
者
放
の
増
大
と
求
人
数
の
激
減
。
似
失
業
保
険
離
職
票
受
け
件
数
と
給
付
実
人
貝

　
　
の
急
蛸
。
閉
失
対
就
労
人
貝
の
増
大
（
閉
和
三
六
年
の
延
べ
一
一
四
万
人
か
ら
ｕ
二
八
年
の
一
四
八
万
人
へ
）
↑
ｏ
最
後
に
生
活
保
護
人



員
の
増
大
（
昭
和
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
か
げ
て
、
世
帯
数
で
一
万
五
、
○
○
○
余
か
ら
一
万
八
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

八
千
人
か
ら
五
万
九
千
人
へ
増
）
等
々
の
指
標
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
〇
〇
余
世
帯
へ
、
保
護
実
人
員
で
四
万

　
　
（
９
）
　
前
掲
　
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告

　
　
（
１
０
）
　
前
掲
　
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

　
　
（
ｕ
）
　
昭
和
三
八
お
よ
び
三
九
年
度
　
北
九
州
市
税
務
統
計

　
　
（
１
２
）
　
前
掲
　
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告
お
よ
び
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

　
　
（
１
３
）
　
統
計
北
九
州
－
号
　
昭
和
三
七
年
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告
お
よ
び
三
九
年
前
掲
同
報
告

　
　
（
１
４
）
　
統
計
北
九
州
１
３
号
、
全
国
主
要
指
標

　
　
（
１
５
）
　
前
掲
　
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

　
　
（
１
６
）
　
統
計
福
岡
各
号

　
　
（
１
７
）
　
昭
和
三
八
年
度
　
北
九
州
市
統
計
年
鑑
、
労
働
お
よ
び
民
生
の
部

伺
　
不
況
と
北
九
州
経
済

い
　
基
礎
資
材
生
産
部
門
の
大
観
模
企
業
を
中
心
と
す
る
工
業
構
成
は
、
北
九
州
経
済
に
お
げ
る
循
環
変
動
の
激
し
さ
と
、
な
か
ん

ず
く
不
況
期
の
反
動
の
深
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
慢
性
的
過
剰
生
産
の
傾
向
は
鉄
鋼
業
を
中
心
に
深
化
の
度
を
増
し
て
い
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
昭
和
三
七
４
八
年
の
不
況
指
標
－
製
造
品
出
荷
額
、
昭
和
三
六
年
の
五
、
〇
一
七
億
円
か
ら
三
八
年
の
四
、
五
六
〇
億
円
へ

　
　
　
（
１
８
）

　
　
減
少
。

い
　
生
産
縮
少
が
も
た
ら
す
関
連
下
請
け
諸
都
門
へ
の
波
及
の
特
殊
な
大
き
さ
。

　
〉
ヒ
目
　
　
両
示

　
ノ
・
十
ｆ
　
　
　
　
　
』
▲
丁

　
　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
（
五
六
一
）



う¢ｅ 　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
五
六
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

　
　
た
と
え
ば
民
問
土
木
事
業
を
と
る
と
、
昭
和
三
六
年
の
九
二
億
円
よ
り
同
三
八
年
の
六
五
億
円
へ
と
激
し
く
減
少
し
た
。

　
恐
慌
と
合
理
化
に
よ
る
賃
銀
所
得
切
下
げ
の
圧
力
、
相
対
的
人
口
過
剰
の
深
ま
り
。

◇
指
　
　
標

　
　
第
二
次
産
業
勤
労
所
得
の
絶
対
的
縮
少
　
　
た
と
え
は
昭
和
三
六
年
の
第
二
次
産
業
部
門
勤
労
所
得
六
二
三
億
円
か
ら
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

　
七
年
五
九
二
億
円
、
三
八
年
六
三
二
億
円
と
縮
少
低
迷
す
る
。
零
細
企
業
の
労
賃
の
絶
対
的
切
下
げ
、
第
三
次
産
業
へ
の
半
失

　
業
的
低
賃
銀
就
労
、
失
業
の
顕
在
化
と
生
活
保
護
人
口
の
い
ち
じ
る
し
い
拡
大
等
々
。

　
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
の
形
で
の
恐
慌
の
負
担
転
嫁
と
合
理
化
の
進
行
。

　
（
１
８
）
　
前
掲
　
北
九
州
市
統
計
年
鑑
、
工
業
の
部

　
（
１
９
）
　
前
掲
　
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

　
（
２
０
）
　
同
右
書

　
　
　
　
四
　
北
九
州
経
済
に
お
け
る
市
税
制
度
の
役
割

…
　
大
企
業
課
税
制
度

↑
ｏ
　
独
占
の
「
特
別
利
潤
」
創
出
過
程
に
お
げ
る
諸
税
負
担
の
軽
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

～
　
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
搾
取
制
度
再
編
成
の
て
こ
を
な
す
合
理
化
投
資
へ
の
課
税
（
そ
の
中
心
が
償
却
資
産
課
税
で
あ
る
）
の
軽
減

で
あ
る
。
取
得
価
格
を
基
準
と
し
、
耐
用
年
数
の
短
縮
、
残
存
価
格
の
引
下
げ
、
定
率
償
却
等
々
の
結
果
、
償
却
資
産
の
簿
価
、
す

な
わ
ち
課
税
標
準
額
は
年
々
急
速
に
減
少
し
て
ゆ
く
。
北
九
州
の
ぼ
あ
い
は
、
と
り
わ
げ
重
化
学
工
業
に
お
け
る
償
却
の
加
速
化
が



も
た
ら
す
法
人
課
税
の
減
（
こ
れ
は
課
税
の
繰
延
で
あ
る
）
、
な
ら
び
に
償
却
資
産
税
軽
減
（
こ
ち
ら
は
課
税
の
免
除
で
あ
る
）
の
効
果
が

大
き
い
。
急
速
償
却
に
よ
る
固
定
資
産
簿
価
の
急
速
な
低
廉
化
と
い
う
土
台
の
上
に
、
合
理
化
投
資
へ
の
償
却
資
産
税
減
免
を
中
心

と
し
た
租
税
特
別
措
置
（
北
九
州
に
－
お
い
て
は
と
く
に
大
き
い
）
が
乗
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
…
昭
和
三
九
年
度
製
造
業
一
〇
人
以
上
企
業
の
固
定
資
産
償
却
額
は
三
六
九
億
円
、
年
初
固
定
資
産
現
在
高
二
、
七
一
〇
億

　
　
円
に
ー
対
し
二
二
・
六
劣
の
償
却
率
と
な
っ
て
い
る
。
固
定
資
産
税
に
換
算
す
る
と
五
億
一
、
五
〇
〇
余
万
円
に
相
当
す
る
償
却

　
　
・
が
製
造
業
だ
け
で
年
々
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
償
却
の
速
度
を
企
業
規
模
別
に
み
る
と
、
年
初
有
彫
固
定
資
産
現
在

　
　
高
に
対
し
て
、
一
、
○
○
○
人
以
上
規
模
二
二
・
八
％
、
一
〇
〇
～
一
九
九
人
規
模
二
二
．
二
％
、
一
〇
～
一
九
人
規
模
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

　
　
．
八
％
と
い
う
具
合
に
大
企
業
ほ
ど
償
却
は
急
速
で
あ
る
。
工
業
企
業
に
適
用
さ
れ
る
急
速
償
却
制
度
の
結
果
、
償
却
資
産
の

　
　
評
価
額
は
個
人
所
有
家
屋
の
評
価
な
ど
と
比
較
し
て
二
分
の
一
か
ら
三
分
の
一
の
低
い
評
価
と
な
り
、
償
却
が
進
め
ぼ
進
む
ほ

　
　
ど
課
税
標
準
額
の
減
少
巾
は
大
き
く
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
の
合
理
化
機
械
へ
の
特
別
減
免
を
中
心
と
す
る
償
却
資
産
に
対
す
る
減
税
特
別
措
置
の
額
は
、
北
九
州
市
の
四
〇
年
度
合
計

　
　
で
五
億
四
千
万
円
の
税
額
に
達
す
る
。
う
ち
二
億
五
千
万
円
は
自
治
大
臣
の
決
定
に
よ
る
も
の
だ
が
、
残
る
二
億
九
千
万
円
は

　
　
市
長
決
定
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
内
訳
は
減
免
税
額
の
大
き
さ
の
順
で
企
業
合
理
化
（
一
億
三
千
余
万
円
）
電
気
ガ
ス
軌
道
船
舶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

　
　
等
々
と
な
っ
て
い
る
。
価
格
三
千
万
円
以
上
の
大
規
模
償
却
資
産
の
う
ち
、
市
長
決
定
に
よ
る
償
却
資
産
特
別
措
置
適
用
の
資

　
　
産
は
、
七
〇
％
が
八
幡
製
鉄
で
占
め
ら
れ
、
同
杜
の
大
規
模
償
却
資
産
に
対
す
る
特
別
減
免
税
額
だ
げ
で
一
億
九
千
万
円
を
こ

　
　
え
筆

　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
五
六
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
（
五
六
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

　
　
　
倒
北
九
州
の
ぼ
あ
い
は
、
製
造
業
で
二
七
八
億
円
に
お
よ
ぶ
構
築
物
が
償
却
資
産
と
し
て
課
税
さ
れ
、
急
速
償
却
に
よ
る
課

　
　
税
価
格
引
下
げ
の
利
点
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
家
屋
に
つ
い
て
も
、
大
法
人
の
そ
れ
は
法
人
税
に
よ
る
償
却
制
度
の

　
　
影
響
を
受
げ
や
す
く
、
そ
れ
だ
げ
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
し
よ
う
。

側
　
土
地
の
独
占
利
用
に
集
約
的
に
表
現
さ
れ
る
巨
大
資
本
の
産
業
基
盤
支
配
が
、
土
地
課
税
の
軽
減
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
補
い
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
土
地
課
税
の
標
準
と
な
る
土
地
の
評
価
額
決
定
に
あ
た
っ
て
、
¢
大
企
業
に
よ
る
産
業
基
盤
の
高

度
の
独
占
利
用
即
ち
立
地
の
好
条
件
が
、
た
だ
ち
に
大
企
業
用
地
の
価
格
の
上
昇
と
い
う
形
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
な
い
こ

と
、
ま
た
こ
れ
を
価
格
と
し
て
把
握
し
難
い
こ
と
、
　
そ
し
て
、
北
九
州
の
ぼ
あ
い
に
は
特
に
、
大
企
業
の
土
地
利
用
を
効
果
的
に

す
る
さ
ま
ざ
ま
の
形
の
、
公
共
物
（
と
り
わ
け
海
面
）
の
専
用
権
利
用
権
が
土
地
と
切
離
さ
れ
て
評
価
の
枠
外
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
、

等
々
に
基
礎
を
お
い
た
低
評
価
の
結
果
で
あ
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
り
二
九
年
度
の
固
定
資
産
評
価
換
え
の
結
果
に
よ
る
と
、
大
工
場
地
区
の
坪
当
り
一
万
九
、
五
〇
八
円
の
平
均
評
価
額
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

　
　
し
て
普
通
商
業
地
区
は
坪
四
万
五
、
四
四
六
円
と
な
っ
て
い
る
。
巾
小
企
業
の
多
い
内
唯
郁
の
工
場
用
地
は
ほ
ぽ
普
通
商
業
地

　
　
区
に
準
じ
て
坪
四
万
円
以
上
で
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
巨
大
企
業
を
中
心
と
す
る
臨
海
工
業
用
地
は
坪
当
り
二

　
　
万
円
以
下
の
評
価
額
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
と
え
ぼ
製
鉄
八
幡
二
万
四
、
八
○
○
円
、
同
戸
畑
一
万
八
、
九
〇
〇
円
、
三
菱
セ

　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

　
　
メ
ソ
ト
一
万
円
。
坪
当
り
評
価
四
万
五
千
円
の
内
陸
部
中
小
工
場
用
地
や
四
万
円
の
住
宅
地
は
ざ
ら
に
あ
る
が
、
製
鉄
専
用
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

　
　
岸
壁
の
最
高
価
格
地
で
も
坪
三
万
五
千
円
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

　
　
　
吻
さ
ら
に
、
専
用
港
海
面
や
埋
立
中
の
地
積
は
無
税
で
あ
る
こ
と
は
さ
き
に
の
べ
た
が
、
埋
立
完
成
地
で
も
そ
れ
が
使
用
さ



　
　
れ
ぬ
限
り
課
税
さ
れ
な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
製
鉄
響
灘
埋
立
地
は
、
評
価
じ
た
い
も
坪
当
り
一
万
一
、
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

　
　
○
○
円
と
い
ち
じ
る
し
く
低
い
上
に
、
評
価
が
行
わ
れ
た
だ
け
で
課
税
さ
れ
て
い
な
い
し
、
戸
畑
製
造
所
は
埋
立
地
の
一
部
未

　
　
使
用
の
理
由
で
評
価
額
が
か
な
り
低
め
ら
れ
て
い
る
。
北
九
州
市
発
足
以
来
昭
和
三
八
年
度
末
ま
で
の
埋
立
完
了
地
積
は
五
八

　
　
万
坪
に
及
び
、
そ
の
後
施
行
中
の
埋
立
地
は
計
八
八
七
万
坪
に
達
す
る
。
一
、
二
一
〇
万
坪
に
及
ぶ
埋
立
予
定
地
を
別
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

　
　
も
、
北
九
州
に
お
げ
る
埋
立
地
課
税
の
問
題
は
き
わ
め
て
大
き
た
比
重
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
倒
そ
し
て
さ
い
ご
に
西
鉄
資
本
に
独
占
さ
れ
る
鉄
軌
道
用
地
が
、
評
価
換
え
後
で
五
、
〇
五
五
円
．
（
評
価
換
え
前
は
八
一
五
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

　
　
の
低
評
価
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
を
つ
げ
加
え
て
お
こ
う
。

岬
補
足
的
に
電
気
ガ
ス
税
に
っ
い
て
。
鉄
鋼
化
学
セ
ニ
ト
産
萎
主
力
と
す
る
北
九
州
工
業
に
と
つ
て
は
、
電
気
税
の
免
税
特

別
措
置
の
も
つ
意
義
は
甚
だ
大
き
い
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
北
九
州
に
お
げ
る
電
力
供
給
量
の
う
ち
電
灯
は
総
量
の
一
〇
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
の
こ
る
九
〇
％
の
電
力
の
う
ち
八
○

　
　
％
は
、
鉄
鋼
化
学
セ
メ
ソ
ト
等
窯
業
土
石
製
品
製
造
業
で
占
め
ら
れ
て
い
る
（
三
八
年
度
）
。
こ
れ
ら
三
業
種
の
電
力
料
は
計
八

　
　
一
億
円
に
お
よ
び
、
そ
の
圧
倒
的
部
分
が
免
税
対
象
と
な
る
か
ら
同
年
度
で
少
く
も
六
億
円
を
こ
え
る
額
の
電
気
税
減
免
が
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

　
　
わ
れ
た
わ
げ
で
あ
る
。

（
２
１
）
　
前
掲
　
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告

（
２
２
）
　
昭
和
四
〇
年
度
　
北
九
州
市
固
定
資
産
概
要
調
書

（
２
３
）
　
同
右
書
、
価
格
三
千
万
円
以
上
の
傲
却
資
産
に
関
す
る
調

　
北
九
州
市
に
お
げ
ろ
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）

（
五
六
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
五
六
六
）

　
　
（
２
４
）
　
前
掲
　
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告

　
　
（
２
５
）
　
前
掲
　
固
定
資
産
概
要
調
書

　
　
（
２
６
）
　
議
会
提
出
資
料
「
工
場
地
区
評
価
調
」

　
　
（
２
７
）
　
前
掲
　
固
定
資
産
概
要
調
書

　
　
（
２
８
）
　
議
会
提
山
資
料
「
一
〇
大
法
人
に
係
る
課
税
標
準
額
な
ら
び
に
税
額
等
調
」

　
　
（
２
９
）
　
前
掲
「
工
場
地
区
評
価
調
」

　
　
（
３
０
）
　
前
掲
　
市
勢
要
覧
「
北
九
州
」

　
　
（
３
１
）
　
昭
和
三
八
た
ら
び
に
三
九
年
度
　
北
九
州
市
税
務
統
計

　
　
（
３
２
）
　
統
計
北
九
州
各
号
電
気
ガ
ス
水
道
の
部
お
よ
び
　
前
掲
　
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告

い
　
　
「
特
別
利
潤
」
の
分
配
と
課
税
制
度

～
　
独
占
の
「
特
別
利
潤
」
の
大
掛
り
な
隠
匿
と
課
税
の
軽
減
。
北
九
州
工
業
の
特
殊
な
構
成
は
そ
の
規
模
を
と
り
わ
げ
巨
大
な
も

の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

回
　
大
規
模
な
固
定
投
資
の
急
速
償
却
。
普
通
償
却
の
増
大
に
加
え
て
、
重
化
学
大
企
業
を
中
心
と
す
る
特
別
償
却
の
大
き
な
比
重
。

免
税
の
諦
引
当
金
。

　
〈
ノ
ヒ
目
　
　
画
亦

　
・
十
ｆ
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
前
出
計
算
の
ご
と
く
、
杵
通
償
却
は
製
追
業
だ
け
で
も
昭
和
三
八
年
度
三
二
〇
億
円
、
う
ち
一
、
○
○
○
人
以
上
従
業
員
規

　
　
杖
企
業
の
実
施
す
る
償
却
費
の
比
率
は
八
二
彩
に
近
い
。
重
化
学
大
企
業
に
と
り
わ
け
み
ら
れ
る
特
別
償
却
の
規
模
に
っ
い
て

　
　
は
、
た
と
え
ば
八
幡
製
欽
（
仰
し
企
礼
）
の
そ
れ
は
昭
和
三
七
年
九
月
期
以
降
三
決
算
期
で
計
五
二
億
円
に
お
よ
ぶ
特
別
償
却

　
　
を
実
施
し
た
。
免
税
引
当
企
に
つ
い
て
は
同
じ
く
八
幡
の
三
九
年
度
現
在
額
　
　
一
一
一
億
円
に
及
ぶ
退
職
引
当
、
二
六
億
円

■



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

　
　
の
特
別
修
繕
引
当
金
等
々
。

向
　
外
資
へ
の
支
払
い
を
含
む
利
子
お
よ
び
技
術
料
の
大
き
な
比
重
、
そ
れ
ら
の
所
得
の
地
方
税
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
完
壁
な
脱
落
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
製
造
業
に
限
っ
て
み
て
も
、
支
払
利
子
を
北
九
州
工
業
生
産
額
で
按
分
す
る
と
昭
和
三
八
年
度
で
一
五
〇
億
円
を
こ
え
る
と

　
　
推
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ぼ
八
幡
の
そ
れ
は
全
杜
で
一
六
八
億
円
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

○
　
法
人
問
配
当
の
非
課
税
を
原
則
と
す
る
税
制
度
の
、
北
九
州
に
お
い
て
も
っ
意
義
と
そ
の
比
重
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
累
増
す
る
大
企
業
の
投
資
額
　
　
た
と
え
は
八
幡
製
鉄
の
そ
れ
は
三
六
年
九
月
期
の
二
〇
一
億
円
か
ら
四
〇
年
三
月
期
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

　
　
七
三
億
円
に
増
大
し
、
非
課
税
の
受
取
り
配
当
は
計
八
億
七
千
万
円
に
お
よ
ん
で
い
る
。

ゆ
　
そ
し
て
さ
い
ご
に
、
本
杜
経
費
に
象
徴
さ
れ
る
「
特
別
利
潤
」
の
分
配
と
消
費
、
そ
の
比
重
の
大
き
さ
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
製
造
業
の
こ
の
種
の
「
費
用
」
は
、
北
九
州
所
在
工
場
を
通
じ
て
分
配
費
消
さ
れ
る
一
部
分
、
お
よ
び
引
当
金
の
形
で
留
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

　
　
さ
れ
る
部
分
を
含
み
、
約
一
七
〇
億
円
と
推
定
さ
れ
る
。

同
　
以
上
の
諸
「
支
出
」
に
対
す
る
課
税
関
係
の
特
徴
　
　
償
却
お
よ
び
引
当
金
は
損
金
と
し
て
課
税
の
繰
延
べ
と
な
る
ほ
か
、
支

払
利
子
の
大
部
分
は
東
京
な
ど
中
央
に
吸
い
あ
げ
ら
れ
、
在
住
資
本
家
層
の
所
得
と
な
り
、
そ
の
際
の
預
金
利
子
に
は
地
方
税
は
一

切
課
税
さ
れ
な
い
。
他
方
で
、
本
杜
重
役
お
よ
び
管
理
層
に
分
配
さ
れ
た
特
別
利
潤
は
、
そ
れ
ら
資
本
家
層
の
個
人
所
得
と
し
て
住

所
地
の
市
町
村
の
課
税
対
象
と
な
る
。
　
　
以
上
要
す
る
に
、
北
九
州
域
内
で
生
産
さ
れ
た
「
特
別
利
潤
」
が
さ
ま
ざ
ま
の
メ
ヵ
二

　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
五
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
五
六
八
）

ズ
ム
を
経
て
、
課
税
外
に
逃
避
す
る
圧
倒
的
な
割
合
い
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
前
記
一
五
〇
億
円
と
推
定
さ
れ
た
製
造
業
支
払
利
子
の
う
ち
、
一
一
〇
億
円
を
こ
え
る
額
が
東
京
、
大
阪
な
ど
所
在
の
金
融

　
　
機
関
を
経
て
資
本
家
層
に
分
配
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ら
す
べ
て
の
結
果
、
　
工
業
企
業
で
生
産
さ
れ
た
粗
付
加
価
値

　
　
（
減
価
償
却
を
含
む
）
一
、
五
六
〇
億
円
（
昭
和
三
八
年
度
）
の
う
ち
現
金
給
与
部
分
六
三
〇
億
円
を
別
と
す
る
と
、
北
九
州
市
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
市
税
の
課
税
対
象
と
し
て
捕
そ
く
し
て
い
る
金
額
は
、
僅
か
に
二
〇
〇
億
円
（
法
人
所
得
一
八
○
億
円
、
個
人
業
主
所
得
二
〇
億
円
）

　
　
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
現
金
給
付
を
除
い
だ
粗
付
加
価
値
か
ら
普
通
償
却
三
二
〇
億
円
の
半
額
一
六
〇
億
円
を
控
除
し
た
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

　
　
も
、
そ
れ
は
残
額
七
六
八
億
円
の
二
六
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

岬
税
率
構
遣

回
　
法
人
市
民
税
の
税
率
は
個
人
市
民
税
と
く
ら
べ
て
甚
だ
低
く
、
こ
の
た
め
、
¢
法
人
の
留
保
所
得
の
負
担
を
い
ち
じ
る
し
く
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

減
し
て
い
る
ほ
か
、
　
配
当
所
得
の
個
人
股
階
に
お
け
る
揃
そ
く
率
が
か
な
り
低
い
班
状
か
ら
配
当
所
得
者
な
ど
向
額
所
得
屑
に
有

利
な
納
果
を
も
た
ら
し
、
全
体
と
し
て
法
人
所
得
の
税
久
批
を
大
巾
に
軽
減
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
地
域
的
に
み
る
と
、

配
当
所
得
の
比
重
の
高
い
中
央
大
都
市
の
税
収
を
ふ
や
し
、
中
央
へ
の
所
得
集
中
機
構
と
し
て
税
制
が
一
定
の
役
割
を
演
じ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
◆
指
　
　
標
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
い
法
人
市
民
税
の
税
率
は
法
人
税
の
八
・
一
劣
で
あ
る
が
、
個
人
市
民
税
の
ぼ
あ
い
は
高
徽
所
得
者
胴
で
所
得
税
の
ほ
ぼ
二

　
　
〇
％
強
、
低
所
得
屑
に
移
る
に
し
た
が
っ
て
所
得
税
獅
に
対
す
る
比
率
は
上
昇
す
る
。
だ
か
ら
法
人
に
く
ら
べ
て
個
人
負
担
の



　
　
市
民
税
税
率
は
い
ち
じ
る
し
く
高
い
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
吻
北
九
州
の
個
人
配
当
所
得
は
昭
和
三
八
年
度
一
八
億
九
千
万
円
、
全
国
の
そ
れ
の
○
・
五
％
を
下
廻
る
。
市
内
生
産
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

　
　
の
全
国
比
一
・
四
％
と
比
較
し
て
み
て
も
、
配
当
の
形
で
域
外
に
流
出
す
る
利
潤
の
相
対
的
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
現
行
の
法
人
住
民
税
の
構
造
は
税
収
面
で
こ
の
傾
向
を
一
層
促
進
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
倒
北
九
州
市
の
個
人
配
当
所
得
の
捕
そ
く
率
に
つ
い
て
み
れ
ぼ
、
所
得
一
．
八
億
九
千
万
円
に
対
し
課
税
所
得
八
億
九
千
万
円
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

　
　
配
当
所
得
の
四
七
％
を
捕
そ
く
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
課
税
外
の
五
三
％
は
、
地
方
税
で
は
源
泉
徴
収
も
お
こ
な
わ
れ
て
い

　
　
な
い
か
ら
、
市
民
税
か
ら
は
完
全
に
脱
落
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
配
当
所
得
の
所
得
階
層
別
分
布
は
北
九
州
の
ぼ
あ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
）

　
　
全
体
の
七
三
％
強
が
課
税
所
得
一
〇
〇
万
円
超
の
高
額
所
得
層
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

向
　
法
人
税
の
配
当
分
軽
課
措
置
は
、
八
幡
製
鉄
な
ど
大
企
業
の
市
民
税
負
担
を
一
層
軽
減
し
て
い
る
。
と
り
わ
げ
不
況
期
に
は
、

こ
れ
ら
の
大
企
業
は
配
当
水
準
を
維
持
す
る
た
め
全
額
を
こ
れ
に
振
り
向
け
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
、
納
税
資
金
の
節
減
を
通
じ
て
恐

慌
負
担
の
有
効
な
転
嫁
機
韓
と
し
て
働
く
こ
と
と
な
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
三
七
年
度
の
法
人
税
率
は
留
保
所
得
て
三
八
％
、
配
当
分
二
八
％
　
　
の
ち
さ
ら
に
二
六
劣
に
灯
減
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て

　
　
配
当
性
向
の
高
い
こ
れ
ら
の
大
企
業
の
市
民
税
も
そ
れ
だ
け
軽
減
さ
れ
る
。
見
逃
し
て
な
ら
な
い
∴
は
、
こ
の
よ
う
な
課
税
シ

　
　
ス
テ
ム
が
不
況
期
の
税
負
担
を
い
ち
じ
る
し
く
軽
減
す
る
傾
向
で
、
た
と
え
ぼ
八
幡
製
鉄
の
例
を
と
る
と
、
三
六
年
九
月
期
の

　
　
醒
当
分
比
率
は
当
期
利
益
の
四
六
％
、
法
人
税
等
引
当
は
三
五
％
で
あ
っ
た
が
、
　
三
七
年
九
月
期
に
た
る
と
全
額
配
当
（
積
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

　
　
金
を
取
崩
し
配
当
に
辿
加
）
、
税
引
当
は
利
益
の
二
一
％
を
下
廻
る
水
準
に
急
減
し
て
い
る
。
三
七
年
度
か
ら
三
八
年
度
に
か
け

　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
（
五
六
九
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
町
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
一
六
　
（
五
七
〇
）

て
製
鉄
の
市
民
税
が
、
三
六
年
度
上
半
期
の
一
億
六
、
七
〇
〇
万
円
か
ら
三
八
年
上
半
期
の
三
二
〇
万
円
へ
大
巾
に
減
少
し
て

い
細
）
の
も
・
ひ
と
っ
に
は
配
当
分
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
法
人
税
制
の
扱
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
に
っ
い
て

は
、
市
税
の
収
入
構
造
の
項
で
再
説
す
る
。

（
３
３
）

（
３
４
）

（
３
５
）

（
３
６
）

（
３
７
）

（
３
８
）

（
３
９
）

（
４
０
）

（
４
１
）

（
４
２
）

八
幡
製
鉄
「
有
価
証
券
報
告
書
」
各
冊

同
右
書

同
右
書

前
掲
　
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

前
掲
　
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告
お
よ
び
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

前
掲
　
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

前
掲
　
昭
和
三
九
年
度
　
北
九
州
市
税
務
統
計

同
右
書

八
幡
製
鉄
「
有
価
証
券
報
告
書
」
各
冊

昭
和
四
〇
年
八
月
、
北
九
州
市
行
財
政
実
態
調
査
表
中
大
規
模
法
人
の
事
業
実
績
に
関
す
る
調

吻
　
住
民
諸
階
層
と
市
税
負
担

い
　
住
民
税
の
国
税
影
響
遮
断
措
置
と
、
低
所
得
層
に
お
け
る
市
税
負
担
の
増
大

～
　
市
民
税
の
課
税
最
低
限
の
、
　
長
期
に
わ
た
る
据
置
き
（
す
な
わ
ち
実
質
的
な
大
巾
切
下
げ
）
と
、
　
市
民
税
行
政
の
強
化
の
結
果
、

低
所
得
層
を
中
心
に
所
得
割
納
税
者
数
が
累
年
増
大
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
と
り
わ
げ
、
北
九
州
市
に
お
げ
る
な
か
ん
ず
く

三
七
年
度
以
降
に
お
げ
る
低
所
得
層
の
実
質
所
得
の
減
少
、
低
賃
銀
多
就
業
と
半
失
業
化
の
進
行
の
状
況
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
、

見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。



　
◇
指
　
　
標

　
　
　
～
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
三
八
～
三
九
年
度
の
納
税
者
数
の
変
化
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
昭
和
三
八
年
度
の
所
得
割

　
　
納
税
者
数
は
二
二
万
三
、
〇
六
〇
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
翌
三
九
年
度
の
そ
れ
は
二
三
万
七
、
四
九
三
名
で
一
年
問
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

　
　
所
得
割
納
税
者
は
一
万
四
、
四
三
三
名
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
よ
う
な
納
税
者
数
の
増
加
が
納
税
者
の
実
質
所
得
増
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
反
映
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
市
民
税
の
課
税
最
低
限
が
消
費
者
物
価
の
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
据
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で

　
　
簡
単
に
推
定
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
指
標
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
の
た
と
え
ぼ
市
民
税
所
得
割
の
う
ち
に
、
毎
年
多
く
の
所
得
税
失
格
者
（
所
得
税
免
税
点
以
下
の
納
税
者
）
を
含
む
よ
う
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
４
）

　
　
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
所
得
税
失
格
者
数
は
三
八
年
度
の
一
万
三
、
一
六
一
名
か
ら
三
九
年
度
に
は
二
万
五
、
五
〇
三
名
に
倍
増

　
　
し
、
所
得
割
納
税
者
数
の
増
加
の
圧
倒
的
部
分
は
所
得
税
免
税
点
以
下
の
低
所
得
層
へ
の
課
税
の
拡
大
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て

　
　
い
る
。
所
得
税
じ
し
ん
が
課
税
最
低
限
の
実
質
切
下
げ
に
よ
っ
て
大
衆
税
化
を
い
ち
じ
る
し
く
進
行
さ
せ
て
い
る
と
き
、
そ
れ

　
　
を
上
廻
っ
て
免
税
点
以
下
の
低
所
得
層
に
納
税
者
層
を
拡
大
し
て
い
る
状
況
、
お
よ
び
そ
の
こ
と
が
、
北
九
州
に
お
げ
る
低
賃

　
　
銀
多
就
業
と
失
業
化
の
結
果
所
得
税
の
納
税
人
員
を
す
ら
停
滞
さ
せ
て
い
る
た
か
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
等
々
に
注
意
す

　
　
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
事
態
を
別
の
指
標
で
示
す
と
、
三
八
年
度
は
全
被
雇
用
者
（
日
脇
臨
時
労
働
者
も
含
む
）
の
五
七
％
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
５
）

　
　
市
民
税
所
得
割
納
税
者
で
あ
っ
た
が
、
三
九
年
度
に
は
六
一
％
に
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

岬
　
課
税
最
低
限
の
切
下
げ
の
結
果
、
市
民
税
税
率
の
形
式
上
の
据
置
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
層
以
下
と
り
わ
け
低
所
得
層
の
負
担

率
を
増
大
さ
せ
、
市
民
税
の
逆
進
的
負
担
を
激
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
倣
向
は
、
中
層
以
下
の
税
率
の
累
迭
が
小
刻
み
で
急
激
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

る
と
い
う
税
率
構
造
が
、
所
得
の
名
目
増
を
た
だ
ち
に
よ
り
高
い
税
率
で
捕
そ
く
す
る
と
い
う
、
理
在
の
市
民
税
構
造
と
む
す
び
っ

　
　
　
北
九
州
市
に
お
げ
る
市
税
構
逃
と
諸
附
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
五
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
五
七
二
）

い
て
一
そ
う
激
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
ｏ
ｏ
所
得
税
の
諸
控
除
増
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
税
の
そ
れ
は
三
七
年
度
以
降
据
置
き
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
た
め
三
九

　
　
年
度
で
は
両
者
の
課
税
最
低
限
は
お
お
む
ね
二
〇
万
円
前
後
（
納
税
者
の
個
人
的
条
件
で
異
る
）
の
差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
結

　
　
果
、
市
町
村
民
税
所
得
割
は
二
〇
万
円
づ
っ
高
税
率
区
分
に
繰
上
げ
ら
れ
た
形
で
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
所
得
税
に
対
す

　
　
る
所
得
割
負
担
の
割
合
い
は
、
三
六
年
度
当
時
の
各
階
層
と
も
二
〇
％
の
負
担
か
ら
、
三
九
年
度
で
は
二
〇
万
円
以
下
層
で
無

　
　
限
大
（
所
得
税
は
零
で
あ
る
か
ら
）
、
五
〇
万
円
以
下
三
〇
％
、
八
○
万
円
以
下
二
七
％
、
二
一
〇
万
円
以
下
二
五
％
、
最
高
所
得

　
　
層
は
二
〇
％
と
若
干
、
と
い
う
よ
う
に
明
か
に
逆
進
的
傾
向
を
強
め
て
い
る
。

　
　
　
吻
こ
の
点
を
北
九
州
に
お
げ
る
階
層
別
の
所
得
割
負
担
額
で
概
略
試
算
す
る
と
、
昭
和
三
九
年
度
の
所
得
割
収
入
約
一
九
億

　
　
円
の
う
ち
、
七
億
円
余
は
諸
控
除
据
置
き
に
よ
る
課
税
最
低
限
の
実
質
切
下
げ
の
生
み
出
し
た
増
収
分
に
相
当
し
、
そ
の
う
ち

　
　
八
四
％
近
く
が
課
税
所
得
一
〇
〇
万
円
以
下
、
さ
ら
に
四
〇
％
が
実
に
二
〇
万
円
以
下
の
低
所
得
層
か
ら
の
追
加
収
入
に
裏
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
６
）

　
　
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
か
と
な
る
。

岬
　
所
得
税
免
税
点
以
下
の
所
得
割
納
税
者
層
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
以
前
の
均
等
割
の
み
の
納
税
者
が
大
巾
に
所
得
割
（
均

等
割
も
同
時
に
納
税
す
る
）
納
税
者
層
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
が
、
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
均
等
割
の
み
納
税
者
数

も
あ
ま
り
減
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
げ
均
等
割
課
税
が
よ
り
低
い
所
得
層
　
　
失
業
半
失
業
層
に
移
行
し
拡
大
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
税
務
行
政
強
化
の
重
要
な
指
標
の
ひ
と
っ
と
み
て
よ
い
。

　
◇
指
　
　
標



　
　
　
均
等
割
小
恥
納
税
者
数
は
昭
和
三
八
年
度
八
万
四
、
三
六
四
名
、
同
三
九
年
度
七
万
七
、
四
九
六
名
。
こ
の
問
に
、
営
業
者

　
　
数
は
三
、
九
〇
〇
名
ほ
ど
増
加
し
、
反
対
に
被
雇
用
者
数
は
四
、
四
〇
〇
名
減
で
通
算
五
〇
〇
名
の
就
業
者
減
で
あ
る
。
と
こ

　
　
ろ
が
市
民
税
（
均
等
割
の
み
納
税
者
を
含
む
）
の
全
納
税
者
数
は
逆
に
七
、
五
〇
〇
名
増
加
し
、
そ
の
内
訳
の
主
な
も
の
は
、
営
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
７
）

　
　
者
一
、
八
○
○
名
、
給
与
所
有
者
四
、
八
○
○
名
の
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
給
与
所
得
者
に
対
す

　
　
る
市
税
行
政
が
、
被
雇
用
者
数
と
納
税
者
増
の
差
引
き
九
、
二
〇
〇
名
と
い
う
規
模
（
少
く
も
統
計
上
で
み
る
限
り
）
で
強
化
さ

　
　
れ
て
い
る
状
況
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
ぼ
あ
い
の
給
与
所
得
者
に
は
、
臨
時
旦
雇
な
ど
の
不
規
則
就
業
者
を
多
数
含
む
か
ら
、

　
　
と
り
わ
げ
こ
の
よ
う
な
半
失
業
層
へ
の
市
税
の
課
税
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
と
み
な
し
て
よ
い
。

刺
　
以
上
の
大
衆
税
の
強
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
子
配
当
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
寄
生
的
資
本
家
所
得
の
璃
大
と
課
税
の
免
除
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
昭
和
三
九
年
度
個
人
預
金
利
子
四
四
億
四
千
余
万
円
（
杜
内
預
金
利
子
推
定
一
〇
億
円
を
含
ま
ず
）
　
　
市
民
税
非
課
税
。
同
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
人
配
当
所
得
一
八
億
九
千
万
円
　
　
前
掲
の
の
よ
う
に
捕
そ
く
率
四
七
％
、
課
税
さ
れ
た
部
分
も
配
当
所
得
の
三
％
約
二
億
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
８
）

　
　
千
万
円
の
税
額
控
除
に
よ
り
市
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
。

（
４
３
）

（
４
４
）

（
４
５
）

（
４
６
）

（
４
７
）

（
４
８
）

前
掲
　
三
八
お
よ
び
三
九
年
度
北
九
州
市
税
務
統
計

同
木
書

同
ホ
許
お
よ
び
前
掲
市
民
所
得
推
計
結
果
報
借

前
掲
　
岬
和
三
九
年
度
北
九
州
市
税
務
統
計

同
右
書
お
よ
び
前
掲
市
民
所
得
椛
計
結
果
報
竹

同
右
篶

北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諾
階
級
（
加
藤
）

一
九
（
五
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
五
七
四
）

○
　
固
定
資
産
税
の
大
衆
負
担
と
、
一
評
価
換
え
の
結
果

～
　
北
九
州
に
お
げ
る
土
地
家
屋
課
税
の
相
対
的
な
重
課
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
次
の
指
標
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
　
　
い
個
人
賃
貸
料
所
得
（
昭
和
三
八
年
度
で
家
屋
坪
当
り
平
均
月
額
四
三
〇
円
を
某
礎
と
し
て
計
算
し
て
あ
る
）
に
対
す
る
土
地
家
屋
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
９
）

　
　
の
負
担
率
は
、
五
大
市
の
そ
れ
が
二
〇
劣
に
対
し
て
北
九
州
市
は
三
二
％
に
及
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
北
九
州
市
に
ぱ
法
人
等

　
　
所
有
の
土
地
家
屋
の
比
率
が
他
都
市
と
く
ら
べ
て
か
な
り
大
き
い
と
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
差
は
大
き
い
。
賃
貸
料

　
　
に
対
比
し
て
土
地
家
屋
評
価
額
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
似
第
二
に
、
本
市
の
土
地
家
屋
の
平
均
評
価
額
が
い
わ
ゆ
る
指
示
平
均
価
格
と
く
ら
べ
て
つ
ね
に
高
め
の
評
価
が
行
わ
れ
て

　
　
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
、
昭
和
四
〇
年
度
の
土
地
評
価
は
指
示
価
格
に
対
し
て
田
一
二
二
劣
、
畑
一
四
七
％
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
０
）

　
　
宅
地
一
〇
〇
％
、
山
林
一
一
七
％
、
家
屋
一
〇
五
％
と
一
般
に
高
い
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
少
し
資
料
は
古
い
が
、
指
示
平
均

　
　
価
格
に
対
す
る
実
際
坪
仙
額
は
昭
和
三
三
年
度
全
国
平
均
で
宅
地
九
三
％
、
家
屋
一
〇
三
％
に
対
し
て
、
福
岡
県
の
そ
れ
は
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
）

　
　
地
一
一
一
％
、
家
屋
一
〇
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
都
市
の
評
価
額
は
低
く
、
と
り
わ
げ
土
地
に
っ
い
て
は
大
都
市
の

　
　
低
評
価
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぼ
、
福
岡
県
－
北
九
州
市
の
右
の
よ
う
な
評
伽
額
の
高
さ
を
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い

　
　
か
、
問
題
だ
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

は
↓
　
評
仙
換
え
は
、
近
郊
の
一
般
住
宅
地
農
求
宅
地
田
畑
な
ど
の
大
巾
引
上
げ
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
都
市
中
心
部
の
高
価
格
地
帯

と
一
般
住
宅
地
の
平
均
評
伽
額
と
の
差
は
著
る
し
く
縮
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
勤
労
市
民
に
対
す
る
固
定
資
産
税
増
微
（
評
価



換
え
の
結
呆
に
ょ
っ
て
長
期
計
画
で
税
額
を
引
上
げ
て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
）
の
基
盤
が
固
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
、
家
屋
の
評
価
は
全
体

と
し
て
は
引
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
と
り
わ
け
木
造
家
屋
の
建
築
費
の
増
嵩
が
激
し
く
、
現
行
の
家
屋
評
価
の
原
則
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
木
造
家
屋
の
評
価
の
引
上
げ
に
よ
る
大
衆
増
税
の
可
能
性
は
い
ち
じ
る
し
く
強
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
き
に
の
べ
た

１
よ
う
に
、
北
九
州
市
で
は
賃
貸
料
の
な
か
で
占
め
る
土
地
家
屋
税
の
比
重
が
高
い
の
で
、
固
虎
資
産
評
価
換
え
に
よ
る
増
税
が
、
地

代
家
賃
の
引
上
げ
を
ひ
き
お
こ
す
可
能
性
は
そ
れ
だ
け
大
き
い
と
い
え
る
。

　
ヘ
ノ
ヒ
日
　
　
画
添

　
＜
、
士
］
　
　
　
　
　
｛
Ｔ

　
　
　
…
土
地
評
仙
換
え
の
平
均
倍
率
は
、
一
般
住
宅
地
は
六
・
二
倍
、
農
家
の
併
用
住
宅
地
の
分
は
八
．
三
倍
と
大
巾
で
あ
る
。

　
　
し
か
も
こ
れ
ら
の
を
地
の
最
高
伽
格
地
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
七
倍
、
一
・
八
倍
と
引
き
上
げ
巾
が
少
い
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
逆

　
　
に
推
定
す
る
と
、
比
較
的
低
価
格
地
の
評
仙
額
は
平
均
倍
率
六
ぞ
八
倍
を
こ
え
る
と
こ
ろ
が
普
通
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
都

　
　
市
に
近
接
し
た
姥
業
用
地
等
の
引
上
げ
巾
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
価
格
地
の
そ
れ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ぼ
、
田
は
九
．

　
　
八
倍
、
畑
七
．
四
倍
、
畏
球
専
川
宅
地
九
・
八
倍
、
山
林
三
二
・
二
倍
、
原
野
と
も
な
れ
ぼ
二
九
八
倍
の
評
価
額
の
引
上
げ
と

　
　
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
商
工
菜
地
の
平
均
倍
率
は
四
・
八
～
五
・
一
倍
で
、
最
一
、
Ｎ
仙
格
地
は
平
均
引
上
げ
率
よ
り
低
く

　
　
三
．
四
４
四
・
七
倍
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
注
Ｈ
す
べ
き
は
鉄
軌
道
（
西
鉄
の
独
占
で
あ
る
）
用
地
の
最
高
価
格
地
の
倍
率
が
二
．

　
　
七
“
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、
｛
工
業
用
の
批
高
仙
格
地
の
そ
れ
が
三
・
四
～
四
．
七
倍
で
あ
る
こ
と
と
対
比
し
て
、
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
２
）

　
　
心
の
軌
逝
用
地
が
と
り
わ
け
低
詐
仙
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
　
　
似
着
工
延
築
物
構
逃
別
丁
小
費
予
定
榊
を
み
る
と
木
辿
が
昭
和
三
七
年
一
月
で
坪
当
ユ
ニ
万
三
、
九
〇
〇
円
よ
り
三
八
年
一

　
　
二
月
の
四
万
三
、
二
〇
〇
円
へ
騰
貴
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
迭
り
は
こ
の
閉
に
七
万
四
、
七
〇
〇
円
よ

　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
ろ
市
税
構
逃
と
諸
陪
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
五
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
五
七
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
３
）

　
　
り
七
万
五
、
九
〇
〇
円
へ
と
微
増
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
建
築
費
の
増
嵩
は
、
家
屋
評
価
が
再
建
築
価
格
を
基
準
と
し
て
い
る
こ

　
　
と
を
考
察
す
れ
ぼ
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
ぬ
問
題
で
あ
る
。

叫
　
消
費
お
よ
び
小
口
業
務
用
の
電
気
ガ
ス
税
負
担
。

　
◆
指
　
　
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
４
）

　
　
　
消
費
向
げ
電
気
税
は
昭
和
三
八
年
度
で
推
定
二
慮
八
千
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
八
年
度
電
気
税
計
六
億
九
、
一
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
５
）

　
　
の
四
一
劣
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
同
年
度
の
電
灯
向
電
気
供
給
量
は
二
慮
六
、
〇
七
七
万
Ｋ
Ｗ
Ｈ
、
電
力
を
含
む
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
６
）

　
　
電
気
供
量
二
五
億
四
、
六
〇
〇
万
Ｋ
Ｗ
Ｈ
の
一
〇
・
二
劣
に
過
ぎ
な
い
。
電
力
料
金
差
（
家
庭
用
電
力
の
高
価
格
）
と
電
気
税
減

　
　
免
の
特
別
措
置
の
二
重
の
作
用
が
、
こ
の
よ
う
な
電
気
税
負
担
の
大
衆
化
を
激
し
く
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
４
９
）

（
５
０
）

（
５
１
）

（
５
２
）

（
５
３
）

（
５
４
）

（
５
５
）

（
５
６
）

前
掲
　
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

前
掲
　
固
定
資
産
概
要
調
若

昭
和
三
月
年
八
月
、
〔
治
庁
税
務
局
編
「
地
方
税
制
の
現
状
と
そ
の
連
営
の
実
態
」

前
掲
　
閉
和
三
九
年
度
北
九
州
市
税
務
統
計

前
掲
　
北
九
州
市
統
計
年
鑑
、
建
設
お
よ
び
住
宅
の
部

前
掲
　
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

前
掲
　
北
九
州
市
税
務
統
計

前
掲
　
北
九
州
市
統
計
年
鑑
、
電
気
ガ
ス
水
道
の
部

）Ｃ（

北
九
州
に
お
げ
る
市
税
収
入
の
構
造



　
以
上
の
よ
う
な
北
九
州
経
済
の
特
徴
と
市
税
制
度
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
特
徴
的
な
市
税
収
入
の
構
造
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
〇
　
鉄
鋼
を
中
心
と
す
る
重
化
学
工
業
の
巨
大
な
蓄
積
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
否
そ
の
蓄
積
が
生
み
出
し
た
矛
盾
の
故
に
、
市
税
収
入

の
税
目
間
の
激
し
い
不
均
衡
と
、
全
体
と
し
て
比
較
的
低
位
の
税
収
入
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
六
大
都
市
税
収
入
一
人
当
り
比
較
を
と
る
と
、
昭
和
三
八
年
度
北
九
州
市
の
平
均
九
、
七
五
六
円
に
対
し
て
、
京
都
市
を
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
７
）

　
　
い
た
四
市
の
単
純
平
均
は
一
〇
、
七
九
二
円
。
一
人
当
り
一
、
〇
三
六
円
の
差
で
あ
る
か
ら
税
収
総
額
と
し
て
北
九
州
市
の
予

　
　
算
に
直
せ
ぼ
一
一
億
円
近
い
か
外
い
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
償
却
資
産
税
を
差
引
い
た
そ
の
他
の
税
収
の
合
計
を
と
る
と

　
　
こ
の
差
は
甚
だ
大
き
い
も
の
と
な
り
、
北
九
州
市
の
一
人
当
り
平
均
六
、
三
四
〇
円
に
対
し
て
四
市
の
単
純
平
均
は
実
に
九
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）

　
　
一
六
五
円
、
京
都
市
の
平
均
七
、
二
二
〇
円
よ
り
さ
ら
に
低
い
も
の
と
た
る
。
こ
れ
は
北
九
州
市
の
予
算
に
引
き
直
せ
ば
約
二

　
　
九
億
円
の
収
入
の
差
と
た
る
。
一
人
当
り
平
均
市
税
収
入
の
低
さ
と
、
税
目
問
の
不
均
衡
の
激
し
さ
を
、
こ
の
数
字
は
あ
ら
わ

　
　
し
て
い
る
。

　
市
税
収
入
が
右
の
よ
う
な
比
較
的
低
位
に
あ
る
理
由
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
（
５
７
）
　
前
掲
　
三
九
年
度
北
九
州
市
税
務
統
計

　
　
（
５
８
）
　
同
右
書

い
　
大
企
業
課
税
制
度
と
、
　
「
特
別
利
潤
」
配
分
と
課
税
に
関
す
る
地
域
関
連
の
諸
結
果
。

い
り
問
題
の
第
一
点
は
、
独
占
の
特
別
利
潤
と
蓄
積
の
巨
大
な
規
模
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
圧
倒
的
な
比
重
の
重
化
学
大
企
業
を
課
税

　
　
　
北
九
州
市
に
お
げ
る
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
五
七
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
五
七
八
）

対
象
と
す
る
北
九
州
の
ぼ
あ
い
に
は
と
り
わ
げ
て
、
大
企
業
課
税
制
度
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少
が
著
る
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
償
却
資
産
税
を
中
心
と
す
る
大
企
業
納
付
の
市
税
絶
対
額
の
大
き
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
う
で
あ
る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
○
ｏ
昭
和
三
五
年
度
か
ら
三
九
年
度
ま
で
の
五
カ
年
問
に
、
工
業
新
規
投
資
額
は
約
三
、
○
○
○
億
円
に
近
く
、
こ
れ
だ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
９
）

　
　
固
定
資
産
税
は
四
二
億
円
の
収
入
増
と
な
る
計
算
だ
が
、
他
方
で
こ
の
問
の
減
価
償
却
費
は
一
、
五
八
○
億
円
（
但
し
こ
の
な

　
　
か
に
は
三
四
年
度
末
簿
価
一
、
三
〇
〇
億
円
と
推
定
さ
れ
る
旧
施
設
の
償
却
分
を
含
む
）
、
　
税
額
で
二
二
億
余
円
減
少
す
る
計
算
と
な
る
。

　
　
先
に
の
べ
た
減
価
償
却
の
速
度
と
そ
の
巨
大
な
規
模
に
注
目
し
た
い
。
二
二
億
円
の
減
少
に
加
え
て
、
償
却
資
産
に
対
す
る
毎

　
　
年
度
の
特
別
措
置
減
税
分
が
マ
ィ
ナ
ス
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
結
果
が
五
年
ま
え
の
昭
和
三
五
年
度
に
対
す
る
三
九
年
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
０
）

　
　
償
却
資
産
税
収
増
一
八
億
円
前
後
と
い
う
決
算
額
に
ほ
ぼ
符
合
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
似
土
地
課
税
の
軽
減
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
収
の
程
度
に
っ
い
て
は
次
の
指
標
が
一
応
参
考
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
大

　
　
工
業
地
域
か
ら
の
土
地
の
固
定
資
産
税
収
は
、
塊
立
未
稼
動
地
を
除
い
て
土
地
税
の
約
三
分
の
一
、
三
八
年
度
の
税
収
で
全
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
１
）

　
　
土
地
課
税
分
七
億
三
、
五
〇
〇
万
円
の
三
分
の
一
、
約
二
億
四
千
万
円
を
占
め
る
。
既
述
の
諸
指
標
か
ら
減
収
分
を
推
計
す
る

　
　
と
、
埋
立
未
稼
動
地
に
対
す
る
非
課
税
分
を
除
い
て
も
二
～
三
億
円
に
達
す
る
こ
と
が
分
る
。
北
九
州
の
ぼ
あ
い
は
大
工
業
用

　
　
地
の
比
重
が
大
き
い
の
で
、
そ
れ
だ
げ
土
地
税
減
収
の
巾
は
大
き
く
な
り
、
評
価
が
え
に
よ
る
土
地
増
税
が
進
め
ぼ
進
む
ほ
ど

　
　
こ
の
傾
向
は
一
そ
う
激
し
い
も
の
と
な
る
。

　
　
　
閉
注
目
す
べ
き
点
は
、
法
人
市
民
税
の
ウ
ェ
ィ
ト
が
、
北
九
州
の
産
業
構
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ

　
　
る
。
た
と
え
ぼ
、
全
国
市
町
村
の
税
収
総
額
に
占
め
る
法
人
市
民
税
の
割
合
い
は
昭
和
三
八
年
度
で
二
一
・
三
％
で
あ
る
が
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
２
）

　
　
北
九
州
の
ぼ
あ
い
は
七
・
六
岩
に
す
ぎ
な
い
。
法
人
市
民
税
の
比
重
が
小
さ
い
理
由
の
主
な
も
の
は
、
～
個
人
と
く
ら
べ
て
法

　
　
人
に
対
す
る
市
民
税
率
が
い
ち
じ
る
し
く
低
く
、
個
人
段
階
で
の
配
当
所
得
課
税
と
い
う
移
で
東
京
な
ど
域
外
に
流
出
す
る
法

　
　
人
課
税
分
が
大
き
い
こ
と
、
岬
償
却
（
特
別
償
却
を
含
む
）
や
免
税
引
当
、
な
か
ん
ず
く
前
者
の
比
重
が
重
い
と
い
う
北
九
州
産

　
　
業
の
特
性
　
則
付
加
価
値
の
う
ち
支
払
利
子
を
は
じ
め
と
す
る
課
税
外
に
流
出
す
る
所
得
が
大
き
い
こ
と
、
岬
法
人
所
得
中
配

　
　
当
支
払
分
の
比
重
が
高
く
、
か
っ
固
定
し
て
い
る
の
で
、
法
人
税
が
大
巾
に
軽
減
さ
れ
し
た
が
、
っ
て
市
民
税
も
減
少
す
る
、
阿

　
　
さ
い
ご
に
免
税
の
受
取
配
当
分
が
大
き
い
、
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
鉄
鋼
業
な
ど
国
家
独
占
的
な
大
企
業
を
中

　
　
心
と
す
る
本
市
工
業
の
特
性
に
も
と
ず
く
と
こ
ろ
が
多
い
。

岬
　
大
企
業
課
税
制
度
と
関
連
し
て
、
市
域
で
生
み
出
さ
れ
る
独
占
の
「
特
別
利
潤
」
が
圧
倒
的
に
域
外
に
居
住
す
る
資
本
家
層
に

配
分
さ
れ
、
一
般
的
に
課
税
の
軽
減
免
除
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、
本
市
市
税
の
課
税
対
象
外
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
せ
ね
ば

な
る
ま
い
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
法
人
所
得
の
う
ち
配
当
所
得
分
に
っ
い
て
は
、
前
項
そ
の
他
で
ふ
れ
た
の
で
こ
こ
で
は
繰
返
さ
な
い
。
法
人
段
階
で
の
軽
課

　
　
と
の
関
連
を
改
め
て
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
』
法
人
所
得
計
算
上
損
金
と
み
な
さ
れ
る
付
加
価
値
の
配
分
に
っ
い
て
は
、
た
と

　
　
え
ぼ
利
子
技
術
料
、
本
杜
符
理
屑
へ
の
支
払
い
と
非
生
産
的
消
費
、
諾
引
当
金
と
償
却
等
々
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
述
し
た

　
　
と
こ
ろ
に
譲
り
、
全
体
と
し
て
は
、
現
金
給
与
と
背
通
償
却
の
二
分
の
一
を
除
い
た
付
加
価
値
の
う
ち
、
約
二
六
％
が
本
市
市

　
　
税
の
課
税
対
象
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
を
繰
返
し
て
の
べ
て
お
く
。

　
　
（
５
９
）
　
前
掲
　
北
九
州
市
統
計
年
鑑
、
同
じ
く
工
業
統
計
調
査
結
果
報
告

　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
遣
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
五
七
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）

（
６
０
）
　
前
掲
　
三
九
年
度
　
北
九
州
市
税
務
統
計

（
６
１
）
　
同
右
書

（
６
２
）
　
同
右
書

二
六
　
（
五
八
○
）

伺
　
問
題
の
第
二
点
は
、
八
幡
製
鉄
を
典
型
と
す
る
巨
大
企
業
の
就
業
構
造
（
関
連
下
請
杜
外
工
の
大
量
の
低
賃
銀
就
業
、
そ
の
背
景
に
あ

る
激
し
い
労
働
移
動
を
特
徴
と
す
る
失
業
半
失
業
の
厚
い
層
、
そ
し
て
杜
内
本
工
の
縮
小
整
理
と
賃
銀
の
実
質
的
低
下
の
傾
向
）
と
中
堅
企
業
の
欠

落
、
下
請
卸
商
の
弱
体
、
　
一
都
に
商
店
経
営
の
大
規
模
化
を
生
み
出
し
な
が
ら
全
体
と
し
て
基
礎
の
弱
い
零
細
商
業
、
少
な
か
ら

ぬ
炭
醸
離
職
者
層
を
含
ん
だ
商
業
サ
ー
ビ
ス
建
設
運
輸
業
な
と
へ
の
半
失
業
的
低
賃
銀
多
就
業
　
　
す
べ
て
こ
れ
ら
の
北
九
州
経
済

の
特
徴
は
、
国
税
影
響
遮
断
を
契
機
と
し
た
市
民
税
の
大
衆
的
増
税
の
た
め
の
再
編
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
税
の
中
軸
た
る
個
人

市
民
税
の
相
対
的
地
位
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
固
定
資
産
税
そ
の
他
の
負
担
力
を
も
、
著
る
し
く
減
殺
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
３
）

　
　
　
ｏ
ｏ
北
九
州
に
お
げ
る
昭
和
三
八
年
度
の
家
族
従
業
者
を
除
く
就
業
者
総
数
は
四
〇
万
五
、
○
○
○
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対

　
　
し
て
同
年
度
の
市
民
税
納
税
義
務
者
総
数
は
三
一
万
五
、
○
○
○
人
で
、
差
引
き
九
万
人
と
い
う
大
量
の
〃
均
等
制
も
納
め
え

　
　
な
い
〃
あ
る
い
は
”
課
税
し
え
な
い
〃
市
民
が
存
在
す
る
こ
と
に
ま
ず
注
目
し
た
い
。
そ
の
内
訳
を
所
得
種
類
別
に
み
る
と
、

　
　
給
与
所
得
階
層
七
万
八
、
○
○
○
人
、
営
業
所
得
階
層
一
万
三
、
五
〇
〇
人
、
農
業
者
三
、
三
〇
〇
人
と
な
る
。
比
率
に
し

　
　
て
そ
れ
ぞ
れ
二
二
％
、
三
一
％
、
四
一
％
で
あ
る
。
次
に
注
目
す
べ
き
は
、
三
八
年
度
で
八
万
四
、
○
○
○
人
、
三
九
年
度
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
七
万
七
、
○
○
○
人
を
こ
え
た
均
等
制
の
み
納
税
者
層
の
大
き
た
比
甫
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
れ
に
接
続
す
る
も
の
と
し
て
、
所



得
税
失
格
者
二
万
一
、
六
〇
〇
〇
人
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
北
九
州
に
お
け
る
尤
大
な
失
業
半
失
菜
層
の
存
在
を
裏
書
き
し
て

　
（
６
４
）

い
る
。

　
の
四
〇
万
人
を
こ
え
る
就
業
者
数
じ
た
い
北
九
州
に
お
け
る
多
就
業
（
一
世
帯
当
り
平
均
人
員
で
少
く
、
有
業
人
員
で
多
い
と
い
う

典
型
的
多
就
業
　
少
し
古
い
数
字
に
が
、
昭
和
三
四
年
度
の
福
岡
県
の
統
計
に
よ
る
と
、
市
部
の
平
均
此
帯
人
員
四
・
五
七
人
に
対
し
北
九
州
四

・
四
二
人
、
有
業
人
員
は
同
じ
く
県
下
市
部
の
一
・
五
一
人
に
対
し
北
九
州
は
一
・
五
五
人
で
あ
る
。
三
九
年
度
を
推
計
す
る
と
一
世
帯
当
り
北

九
州
市
の
そ
れ
は
一
・
六
三
人
と
な
る
）
の
実
体
を
反
映
し
て
お
り
、
二
れ
を
此
帯
枚
二
六
万
五
、
○
○
○
人
と
対
昭
一
し
て
も
三
一

万
人
と
い
う
納
税
者
数
は
一
般
的
に
は
決
し
て
少
い
も
の
で
は
な
く
、
市
側
の
徴
税
磐
力
の
不
十
分
に
責
任
を
帰
す
る
こ
と
は

お
そ
ら
く
当
を
得
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
九
万
人
の
市
民
税
非
課
税
者
か
ら
は
じ
ま
る
二
〇
万
人
近

い
し
小
層
は
、
そ
の
ま
ま
北
九
州
に
お
げ
る
失
業
半
失
業
人
口
の
巨
大
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
閉
こ
こ
で
は
右
の
実
体
を
示
唆
す
る
に
足
る
別
の
面
か
ら
の
指
標
を
い
く
っ
か
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。
第
一
は
生

活
氏
護
適
用
者
数
で
、
昭
和
三
八
年
度
一
万
八
、
四
〇
〇
世
帯
五
万
九
、
五
〇
〇
人
（
全
国
平
均
の
三
倍
を
越
え
る
）
の
大
き
さ
で

あ
る
。
最
近
は
極
低
賃
銀
の
有
業
保
護
世
帯
が
激
増
し
て
お
り
、
保
護
世
帯
の
な
か
に
二
万
人
を
こ
え
る
極
低
賃
銀
の
多
少
と

も
不
規
則
就
業
者
が
含
ま
れ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
ぼ
あ
い
は
所
得
は
あ
っ
て
も
も
ち
ろ
ん
市
民
税
の
一
切
を
免
除
さ

れ
る
わ
げ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
臨
時
口
腔
と
い
う
形
の
、
労
働
移
動
の
激
し
い
不
規
川
の
低
賃
銀
就
業
者
が
、
政
府
統
計
に

お
い
て
さ
え
全
就
業
者
数
の
一
割
、
三
～
四
万
を
こ
え
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
へ
の
と
く
に
女
子
に
多
い
低
賃
銀
多
就
業
と

と
も
に
、
事
業
所
統
計
に
さ
え
あ
ら
わ
れ
な
い
個
人
業
者
（
け
商
人
露
店
な
ど
場
所
が
恒
久
的
で
な
い
も
の
、
そ
の
他
休
業
巾
又
は
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
５
）

見
込
の
も
の
等
を
主
と
す
る
）
が
、
三
八
年
度
で
就
業
者
の
三
九
％
、
　
一
万
五
、
八
○
○
余
人
に
達
し
て
い
る
こ
と
、
等
々
に
よ

　
北
九
州
市
に
お
げ
る
市
税
麟
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
五
八
一
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
五
八
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

っ
て
、
　
〃
均
等
割
も
払
え
な
い
〃
乃
至
は
〃
所
得
を
捕
そ
く
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
〃
人
口
層
の
存
在
を
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

　
↑
ｏ
北
九
州
市
の
市
民
税
収
入
を
特
徴
ず
け
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
高
額
所
得
層
か
ら
の
市
民
税
収
入
が
、
大
都
市
と
し
て
．

は
い
ち
じ
る
し
く
低
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
、
昭
和
三
八
年
度
で
年
所
得
（
市
民
税
課
税
所
得
）
二
〇
〇
万

円
以
上
の
市
民
税
納
税
者
は
、
所
得
税
納
税
者
の
全
国
平
均
か
ら
推
測
す
る
と
、
人
数
で
全
納
税
者
の
一
・
七
％
、
税
額
で

　
　
（
６
６
）

三
三
劣
と
な
る
が
、
北
九
州
の
ぼ
あ
い
は
三
九
年
度
の
市
民
税
（
市
民
税
は
前
年
度
所
得
に
っ
い
て
課
税
さ
れ
る
の
で
一
年
ズ
レ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
７
）

で
、
二
〇
〇
万
円
以
上
所
得
者
は
人
貝
で
○
・
五
％
、
税
額
で
一
四
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
同
じ
高
額
所
得
層
と
い
っ
て

も
給
与
所
得
の
ぼ
あ
い
は
、
同
年
度
で
二
〇
〇
万
円
以
上
の
所
得
者
数
は
全
国
で
納
税
者
数
の
○
・
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
８
）

北
九
州
で
は
低
い
こ
と
は
同
様
で
あ
る
が
そ
れ
で
も
そ
の
半
分
に
近
い
○
・
三
二
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
北
九
州

に
お
げ
る
上
層
高
額
所
得
屑
の
「
欠
落
」
が
、
と
り
わ
け
営
業
者
や
配
当
利
子
所
得
層
の
厚
薄
に
よ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

み
て
よ
い
ひ
中
堅
企
茉
や
個
人
大
南
店
の
相
対
的
に
低
い
所
得
水
準
、
お
よ
び
配
当
な
ど
資
本
家
的
所
得
の
相
対
的
な
低
さ

が
、
こ
の
よ
う
な
税
収
の
構
逃
を
納
果
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
右
の
諦
緕
果
が
個
人
市
民
税
一
人
当
り
平
均
税
額
と
し
て
ど

の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
三
八
年
度
の
北
九
州
平
均
一
、
六
六
五
円
と
い
う
税
収
入
の
水
準
は
、
全
国
の
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
９
）

れ
（
約
一
、
六
〇
〇
円
）
を
催
か
に
上
廻
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
旧
こ
の
よ
う
な
市
民
所
得
の
構
成
が
、
土
地
家
屋
な
ど
の
固
定
資
産
の
州
微
に
の
み
容
場
に
堪
え
う
る
も
の
と
は
到
底
考
え

ら
れ
な
い
。
と
り
わ
け
、
北
九
州
に
お
い
て
は
土
地
宋
屋
課
税
の
引
上
げ
が
什
地
併
宋
賃
貸
料
に
、
よ
り
大
き
く
影
響
す
る
と

す
れ
ぼ
猶
更
で
あ
る
。



（
６
３
）

（
６
４
）

（
６
５
）

（
６
６
）

（
６
７
）

（
６
８
）

（
６
９
）

前
掲
　
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告

同
右
書
お
よ
び
前
掲
北
九
州
市
税
務
統
計

前
掲
　
北
九
州
市
統
計
年
鑑
各
項
、
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告
各
項

財
政
金
融
統
計
月
報
ニ
ハ
六
号
、
租
税
特
集

前
掲
　
三
九
年
度
北
九
州
市
税
務
統
計

同
右
書
お
よ
び
前
掲
租
税
特
集

前
掲
　
三
九
年
度
北
九
州
市
税
務
統
計

バ
　
こ
の
項
の
さ
い
ご
に
、
北
九
州
に
特
徴
的
な
国
有
地
な
ど
非
課
税
土
地
家
屋
の
高
い
比
重
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
ぞ
れ
は

本
市
に
お
げ
る
政
治
的
経
済
的
意
味
合
い
の
大
き
さ
と
と
も
に
、
税
収
と
し
て
み
て
も
少
な
か
ら
ぬ
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
作
用
す
る
要

囚
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
○
ｏ
北
九
州
に
お
げ
る
固
定
資
産
の
非
課
税
地
積
は
、
宅
地
で
二
二
〇
万
坪
、
宅
地
を
含
む
非
課
税
総
地
積
は
二
、
二
二
〇
万

　
　
坪
に
達
す
る
。
全
市
的
な
比
重
は
、
宅
地
は
そ
の
総
地
積
の
一
〇
・
四
％
、
全
体
と
し
て
は
二
二
．
五
％
の
高
い
比
率
を
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
０
）

　
　
る
。
こ
れ
に
対
し
て
非
課
税
家
屋
は
床
面
積
一
一
九
万
坪
、
市
内
総
床
面
積
七
五
一
万
坪
の
一
五
．
九
％
で
あ
る
。
少
し
古
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
７
１
一
一

　
　
が
昭
和
三
三
年
度
の
調
べ
に
よ
る
と
非
課
税
家
屋
の
床
面
積
は
全
国
平
均
で
九
・
一
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
資
料
か
ら
も
北

　
　
九
州
に
お
け
る
非
課
税
固
定
資
産
の
比
重
の
大
き
さ
を
推
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
種
の
土
地
家
屋
に
っ
い
て
は
そ
の

　
　
全
貌
を
つ
か
み
に
く
い
の
で
、
こ
こ
で
は
市
の
税
財
政
の
面
に
あ
ら
わ
れ
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
限
っ
て
資
料
を
明
か
に
し

　
　
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
五
八
三
）



）２（）イ（
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
五
八
四
）

　
似
ま
ず
第
一
に
国
有
提
供
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
の
内
訳
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
と
米
軍
に
提
供
さ
れ
て
い
る
非
課
税
資

産
に
っ
い
て
み
る
と
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
使
用
分
五
三
万
坪
、
‘
米
軍
使
用
分
一
〇
五
万
坪
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は

台
帳
価
格
を
基
準
と
し
て
そ
の
一
・
四
％
（
固
定
資
産
税
率
に
相
当
す
る
）
の
二
分
の
一
を
め
ど
と
し
て
交
付
金
を
所
在
市
町
村
に

交
付
し
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
が
、
問
題
の
ひ
と
つ
は
台
帳
の
評
価
額
で
あ
る
。
平
均
価
格
に
し
て
そ
れ
は
、
自
衛
隊
分
坪
当
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
２
）

八
一
円
、
米
軍
用
（
但
Ｌ
門
司
を
除
く
）
七
三
円
と
い
ち
じ
る
し
く
低
評
価
で
あ
る
。
　
し
た
が
っ
て
土
地
に
関
す
る
交
付
金
は
、

門
司
を
除
い
て
約
七
九
万
円
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
白
衛
隊
に
っ
い
て
は
市
民
税
に
も
ふ
れ
ね
ぼ
な
る
ま
い
、
問
題
の
ひ
と
っ
は

糧
食
衣
服
住
居
な
ど
の
現
物
給
与
に
っ
い
て
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
米
軍
に
つ
い
て
は
一
切
非
課
税
で

あ
る
こ
と
は
こ
こ
に
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
閉
こ
の
ほ
か
広
義
の
固
定
資
産
税
と
し
て
は
、
国
有
資
産
等
所
在
市
交
付
金
と
公
杜
有
資
産
等
所
在
市
納
付
金
が
あ
る
。
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
３
）

九
州
の
ば
あ
い
は
他
都
市
と
く
ら
べ
て
、
後
者
（
三
九
年
度
で
一
億
七
千
万
円
）
の
比
重
が
大
き
い
。
納
付
金
は
固
定
資
産
評
怖
額

（
白
治
大
臣
が
お
こ
な
い
通
知
ま
た
は
配
分
す
る
）
の
一
・
四
劣
の
二
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
市
税
収
に
対
す
る
マ
ィ
ナ
ス

の
影
響
も
そ
れ
だ
け
大
き
い
わ
け
で
あ
る
。

（
７
０
）
　
前
掲
　
固
定
資
産
概
要
調
諮

（
７
１
）
　
前
掲
「
地
方
税
制
の
現
状
と
そ
の
逃
常
の
実
態
」

（
７
２
）
　
前
掲
　
三
九
年
度
北
九
州
市
税
務
統
計

（
７
３
）
　
同
木
秤

市
税
収
入
の
非
弾
力
性
と
不
安
疋
性

市
税
収
入
は
北
九
州
経
済
と
市
税
制
の
構
迭
を
反
映
し
て
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
い
て
さ
え
税
収
の
仲
度
は
和
対
的
に
低
く
、



大
企
業
の
投
資
資
産
へ
の
課
税
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
全
国
平
均
的
な
税
収
増
を
確
保
し
え
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
三
七
年
度
以
降
は
、

個
人
市
民
税
や
家
屋
等
に
対
す
る
懸
命
な
大
衆
増
税
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
と
低
賃
銀
就
業
の
拡
大
に
制
約
さ
れ
て
税
収
の
相
対

的
伸
張
度
は
低
下
す
る
一
方
で
あ
り
、
他
方
で
は
償
却
資
産
税
の
伸
び
率
も
停
滞
す
る
と
と
も
に
法
人
市
民
税
は
か
え
っ
て
大
巾
に

減
少
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
急
速
償
却
と
新
規
投
資
の
激
減
に
よ
る
償
却
資
産
税
収
の
頭
打
ち
傾
向
（
そ
し
て
税
収
の
絶
対
的
減
少
す
ら

予
想
さ
れ
る
）
が
は
っ
き
り
す
れ
ぼ
、
同
税
に
大
き
く
依
存
す
る
本
市
税
収
の
相
対
的
低
下
は
決
定
的
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
○
い
昭
和
三
四
年
度
を
一
〇
〇
と
し
た
市
税
収
入
の
伸
び
率
は
、
三
六
年
度
で
全
国
平
均
二
三
二
％
に
対
し
て
北
九
州
は
二
二

　
　
五
％
で
あ
っ
た
が
、
三
八
年
度
の
そ
れ
は
全
国
平
均
一
七
七
％
を
大
き
く
下
廻
っ
て
ニ
ハ
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

　
　
三
八
年
度
甘
降
市
税
に
移
管
さ
れ
た
大
規
模
償
却
資
産
分
を
基
準
年
度
と
三
八
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
加
え
て
計
算
す
る
と
、
そ
の

　
　
伸
び
率
は
一
七
八
劣
と
な
っ
て
全
。
国
平
均
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　
　
　
○
税
目
ご
と
に
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
個
人
市
民
税
は
課
税
最
低
限
据
え
置
き
と
い
う
毎
年
度
の
実
質
増
税
に
よ
っ
て
、
三

　
　
八
年
度
に
は
基
準
年
次
た
る
三
四
年
度
と
く
ら
べ
て
一
八
五
％
と
い
う
高
率
の
収
入
増
を
記
録
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お

　
　
全
国
平
均
伸
び
率
の
二
二
六
％
に
遠
く
及
ぼ
な
い
。
償
却
資
産
税
の
ぼ
あ
い
は
、
県
税
で
あ
っ
た
大
規
模
償
却
資
産
分
を
除
く

　
　
と
全
国
的
な
増
加
率
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
大
規
模
資
産
を
加
え
る
と
全
国
平
均
三
八
年
度
伸
び
率
二
Ｃ
○
％
に
対
し
て
二
七
一
％

　
　
と
か
な
り
高
い
も
の
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
三
六
年
度
ま
で
相
応
な
伸
び
を
み
せ
て
い
た
法
人
市
民
税
が
三
七
～
八
年
度
で
急
減

　
　
し
、
そ
の
結
果
基
準
年
次
に
対
す
る
北
九
州
の
伸
び
率
は
、
全
国
の
そ
れ
の
二
一
九
％
に
対
し
て
二
二
二
％
と
い
ち
じ
る
し
い

　
　
低
位
に
お
ち
こ
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
さ
い
ご
に
、
市
民
消
費
の
水
準
を
あ
る
意
味
で
単
的
に
反
映
す
る
電
気
ガ
ス
税
に

　
　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
五
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
五
八
六
）

　
　
っ
い
て
み
る
と
、
三
六
年
度
に
は
全
国
の
二
二
八
％
と
い
う
基
準
年
次
に
対
す
る
伸
び
率
に
対
し
て
北
九
州
は
一
四
九
％
で
相

　
　
応
に
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
が
、
三
八
年
度
で
は
電
気
ガ
ス
税
の
税
率
引
下
げ
も
あ
っ
て
一
四
七
劣
に
低
下
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
４
）

　
　
全
国
比
率
一
四
八
％
を
遂
に
割
込
む
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
北
九
州
に
お
げ
る
所
得
水
準
の
実
質
低
下
が
市
民
消
費
を
圧
迫

　
　
し
、
税
収
低
下
を
ま
ね
い
た
ひ
と
つ
の
典
型
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
（
７
４
）
　
以
上
い
ず
れ
も
、
前
掲
三
九
年
度
北
九
州
市
税
務
統
計
に
よ
る

い
　
巨
大
企
業
に
よ
る
素
材
生
産
を
中
心
と
し
た
本
市
産
業
の
構
成
は
、
景
気
循
環
の
波
を
激
し
く
受
げ
易
く
、
そ
れ
だ
け
市
税
収

入
を
変
動
的
な
も
の
に
し
て
い
る
。
し
か
し
景
気
変
動
が
大
企
業
の
税
収
減
を
通
し
て
市
税
収
入
に
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
の
作
用
経
路

は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
に
そ
れ
ほ
ど
直
接
的
で
は
な
い
。
不
況
期
に
は
大
企
業
の
利
潤
の
減
少
そ
の
も
の
よ
り
も
、
関

連
下
誇
げ
部
門
　
　
大
量
の
杜
外
工
臨
時
工
を
含
む
　
　
を
は
じ
め
と
し
て
常
傭
労
働
者
を
含
む
賃
銀
へ
の
強
烈
な
し
わ
よ
せ
、
諸

経
費
の
節
減
、
特
別
償
却
や
配
当
支
払
分
減
税
な
ど
税
務
上
の
特
別
措
置
を
利
用
し
た
納
税
資
金
の
極
度
の
節
減
、
等
々
が
市
税
収

に
ま
ず
も
っ
て
大
き
た
マ
ィ
ナ
ス
を
及
ぽ
す
。
三
七
、
八
年
度
に
お
け
る
八
幡
製
鉄
を
中
心
と
し
た
大
企
業
市
民
税
の
極
端
な
減
少

は
、
不
況
期
の
企
業
利
潤
の
減
退
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
右
の
よ
う
な
大
企
業
の
会
計
操
作
に
よ
る
納
税
資
金
の
節
減
策
に

左
右
さ
れ
た
点
が
非
常
に
大
き
い
と
い
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
◇
指
　
　
標

　
　
　
○
い
昭
和
三
六
年
度
か
ら
三
七
年
度
に
か
け
て
、
市
内
生
産
所
得
は
、
第
二
次
産
業
の
一
、
四
六
四
億
円
か
ら
一
、
二
七
五
億

　
　
円
へ
二
二
％
の
減
少
を
中
心
と
し
て
、
全
体
と
し
て
も
約
三
％
の
絶
対
額
の
低
下
を
み
せ
た
。
法
人
所
得
の
減
少
は
さ
ら
に
大

　
　
き
く
、
三
六
年
度
の
四
六
七
億
円
か
ら
三
七
年
度
は
三
〇
八
億
円
へ
と
三
五
％
近
い
大
巾
の
減
少
を
記
録
し
た
。
当
然
法
人
市



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
５
）

民
税
は
三
六
年
度
の
一
一
億
二
、
六
〇
〇
万
円
か
ら
三
七
年
度
の
八
億
一
、
○
○
○
万
円
へ
と
急
減
し
た
わ
げ
で
あ
る
。
減
少

は
と
り
わ
げ
鉄
鋼
業
で
大
き
く
、
た
と
え
ぼ
八
幡
製
鉄
に
例
を
と
っ
て
繰
返
し
て
説
明
す
る
と
、
同
杜
の
三
六
年
度
上
半
期
の

市
民
税
は
一
億
六
、
七
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
が
、
三
七
年
度
上
半
期
に
は
三
、
七
二
六
万
円
に
、
三
八
年
度
上
半
期
に
は
実
に

三
二
〇
万
円
と
い
う
小
企
業
な
み
の
法
人
市
民
税
を
市
税
と
し
て
納
付
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
何
の
こ
と
は
な
い
訳
で
、
三
七
年

度
の
三
億
一
、
六
〇
〇
万
円
の
市
民
税
法
人
分
の
減
少
は
、
八
幡
製
鉄
の
そ
れ
を
平
年
度
計
算
す
れ
ぼ
、
そ
の
七
五
％
を
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
６
）

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
吻
そ
こ
で
八
幡
製
鉄
を
例
と
し
て
、
大
企
業
に
よ
る
会
計
操
作
の
実
際
を
明
か
に
し
よ
う
。
同
杜
の
三
七
年
九
月
期
の
決
算

．
に
よ
る
と
、
売
上
金
は
前
期
比
金
額
で
二
二
〇
億
円
、
比
率
で
一
八
％
の
減
少
を
示
し
、
不
況
の
影
響
を
明
瞭
に
あ
ら
わ
し
て

お
り
、
課
税
所
得
も
前
期
比
減
三
九
億
円
前
後
、
比
率
に
し
て
実
に
六
五
％
近
い
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
所
得
減
は

主
と
し
て
、
特
別
償
却
二
九
億
五
、
○
○
○
万
円
、
普
通
償
却
増
七
億
二
、
○
○
○
万
円
、
退
職
手
当
金
繰
入
増
八
墜
二
、
○

○
○
万
円
計
四
五
慮
円
、
大
き
な
も
の
で
価
格
変
動
準
備
金
繰
入
減
一
〇
億
円
を
差
引
い
て
も
〆
め
て
三
五
億
円
に
達
す
る
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
７
）

税
の
償
却
・
引
当
金
の
増
加
計
上
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
製
鉄
は
、
こ
の
期
の
売
上
減
少
を
諾
経
費
の
節
減
合
理
化
で

ほ
と
ん
ど
完
全
に
埋
め
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
課
税
所
得
の
減
少
は
不
況
に
よ
る
利
潤
減
の
結
果
で
は
な
く
、

会
計
操
作
の
た
め
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
ゆ
問
題
は
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
会
計
操
作
の
結
果
課
税
所
得
は
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
積
立
金
取
崩
し
な
ど
の
措

置
を
加
え
、
利
益
の
全
額
配
当
に
よ
る
通
常
配
当
を
維
持
し
た
か
ら
、
こ
の
期
の
課
税
所
得
は
全
額
二
六
％
程
度
の
法
人
税
軽

滅
税
率
を
適
用
さ
れ
、
当
然
の
結
果
と
し
て
市
民
税
は
一
そ
う
大
巾
に
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
八
年
三
月
期

　
　
北
九
州
市
に
お
け
る
市
税
構
造
と
諸
階
級
（
加
藤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
五
八
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
五
八
八
）

の
同
杜
決
算
に
お
い
て
も
計
数
は
む
ろ
ん
異
る
が
基
本
的
に
こ
の
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
。
た
だ
前
期
で
抑
え
た
諸
経
費
が
二
三

億
円
ほ
ど
増
加
し
、
そ
の
た
め
課
税
所
得
が
一
そ
う
低
下
す
る
形
と
な
っ
た
と
こ
ろ
が
違
う
だ
げ
で
あ
る
。
北
九
州
市
税
の
不

安
定
性
は
、
実
は
大
企
業
の
会
計
操
作
に
市
税
収
入
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
不
安
定
性
が
基
本
的
な
要
素

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
７
５
）
　
前
掲
　
市
民
所
得
推
計
結
果
報
告
お
よ
び
三
九
年
度
北
九
州
市
税
務
統
計

（
７
６
）
　
同
右
書
お
よ
び
前
掲
議
会
資
料
「
大
規
模
法
人
の
事
業
実
績
に
関
す
る
調
」

（
７
７
）
　
以
下
八
幡
製
鉄
「
有
価
証
券
報
告
書
」
各
冊


